
圧電素子を用いた振動発電に関する研究 
NiAS 構造音響特性研究会 

【プロジェクトの内容】 

 Nias 構造音響特性研究会は，様々な構造物の音響と振動特性の調査や様々な対象の動特性の解

明を目的に 2014 年度に設立されました． 

 振動・音響プロジェクトでは，世の中の不快な振動や騒音問題を解決すること，また楽器の特徴

を既存構造へ活かし構造物からの放射音を豊かにすること，を目的にこれまでにない斬新な振動低

減・予測・有効利用の方法，新規の構造や機構を提案するプロジェクトです． 

 今年度は，「圧電素子を用いた振動発電に関する研究」というテーマのもと，圧電素子（共鳴周

波数 1.7±0.3k Hz 直径 31 mm）を使用し，電流・電圧計モジュールを介してラズベリーパイ

による記録が行える装置を作成しました．将来の小型電動モビリティーでの使用を考慮し，６枚の

モノモルフ型圧電素子を長方形プレートにはりつけ擬似振動を与え，MPU6050 で面外加速度を

計測，ブリッジ整流回路とコンデンサーにより蓄電された電圧と電流を INA226 で計測，その時 

刻歴結果をラズベリーパイで取り込み記録できるような制御を行った結果を示します． 
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    複数の圧電素子と MPU6050        INA226 とラズベリーパイ 
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２0 秒間の計測による加速度，電圧の結果    放電した時の電圧・電流の結果 

MPU-6050 
INA226 


